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人口、世帯数などの状況     （平成 27 年 9月末現在）　　　 　年齢別人口の現状と見通し

地区の概況 

人口等の特徴

福祉保健活動の
状況

東横線沿線の地区で地区内に大倉山駅があります。地区の西側は鶴見川に面し、北東側は大倉山
公園や太尾見晴らしの丘公園等がある丘になっています。共同住宅に住む人の割合が多く 70％
を超えています。

20 歳代の転入増加や 50 歳代以上の転出が減少する傾向にあり、現在の年齢別人口の変化が続くと、
人口や世帯数は引き続き緩やかに増加しますが、年齢の構成は大きく変化していきます。25 〜 34 歳
の人口が徐々に多くなり、現在多い 40 歳代の人口は減少していきます。また 50 歳代以上にピーク
がない年齢構成なので、高齢者数は緩やかに増加していきます。

各種の交流イベントや高齢者の見守りや家事支援、子育て支援、健康づくり、居場所やサロンの運営
など多様な活動が展開されています。

●今までの取り組み　
地区社会福祉協議会が中心となって、子育て支援・健康づくり・高齢者支援等６つの部会で活動し、支
えあい祭り等の交流イベントを実施してきました。また、地域住民の交流を深めるため「大倉山夢まち
づくり実行委員会」を設立し、町内会・商店街・地域の団体が一体となって健康で住み良い町づくりを
進めています。

●地域の現状と課題
マンションの建設等で新しい住民が増えている地域です。世代を問わず、新旧住民の交流の活性化を図
ります。
また、高齢者が年々増加の傾向にあり、高齢者への支援活動や元気づくりステーションをより充実し、　
健康で住み良い町づくりを目指していきます。

●今後の方向性
住民の意向を確認しながら部会活動を進めると共に、「大倉山鶴見川かわまちづくり計画」の太尾堤緑道
の整備、地域住民交流の場づくり等、交流会の充実を図ります。
太尾ふれあいクラブ、高齢者部会、８シニアクラブ、大倉山元気づくりステーション等の更なる充実を
図り、手厚い高齢者支援の推進及び見守り活動につなげていきます。

◆ ２期計画までの取り組みと 3 期計画の方向性

大倉山地区ひっとプラン「あいの町大倉山」の進捗は月１回の推進会議で確認し、年 1 回振り返りを行
います。
・代表：植木貞雄会長、飯山精三会長、畑野鎮雄会長、山田浩之商店街会長
・構成メンバー：連合町会・地区社協の役員及び理事、商店街役員、地域の各団体

◆ 計画推進の体制・振り返りの方法

◆地区の概況



大倉山地区計画
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子育て中の方が安心して暮らせる、やさしい町づくりを進めると共に、
子どもにとって健全な環境づくりを推進します

誰もが健やかに安心して暮らせる環境づくりや、活動を推進します

● 未就園児と親が参加できる「太尾っ子広場」を継続し、親子の交流の場として更に
充実していきます。

地域の団体が主催する交流活動に、協賛又は協働で活動をします
● 地域子育て支援拠点どろっぷの開催する「どろっぷデー」等に町内会が協賛し、地域

ぐるみで実施します。

● 商店街が開催する「七夕まつり、ハロウィン」等の地域を活性化する活動を協働して
取り組んでいきます。

多くの住民が参加できるよう、地域の情報を発信します
● 地域の活動や行事の連絡は、各町内会を通して家庭への回覧・ちらし・掲示板等で周知

します。

● 若い世代をはじめ、広く情報を発信する手段として、ホームページ・メール・ブログ等
の活用を検討します。また広報紙での情報提供を行います。

● 外国人にも地域の情報が届くよう、大倉山便利マップの外国語併記を検討します。

新旧住民及び世代を超えた地域住民の交流活動で地域の絆を強くします
● 多世代が参加できるウォーキング、グラウンドゴルフ、ぺタンク等を通じて住民の交

流を図ります。

● ｢大倉山夢まちづくり｣ の活動で、桜木の植樹・さくらまつり・芸能イベント等を大倉
山全町内会、商店街、地域の団体が一体となって開催し、住民の顔の見える関係づく
りをします。

● 青少年部会、学校、地域、防犯連絡協議会等と連携して、通学路や地域遊び場所の安全を見守ります。

● 太尾防犯拠点センター（みんなの居場所）において、定期的に防犯・防災講座、研修会を開催します。

● 太尾ふれあいクラブによる高齢者への家事支援の依頼件数が年々増加しており、それ
らの要望に応えるべく、きめ細かく活動していきます。

● 高齢者が気軽に参加できる、茶話会や福祉講話、趣味の活動、パソコン等で交流を図っ
ていきます。

● ｢大倉山鶴見川かわまちづくり｣ の活動に新たに取り組み、鶴見川周辺の緑道の整備や美化 ( 緑化 )
を進め、住民の憩いの場とし、またノルディックウォーキングの開催等で健康づくりを促進していき
ます。今後、太尾堤緑道に季節の花木の植栽も検討していきます。

● 元気づくりステーションを太尾防犯拠点センター（みんなの居場所）、大綱中コミュニティハウスを
中心にして開催し、遠出できない方のために各町内会の会館に出張（巡回）し開催します。

● 障害児者への支援や地域での見守り活動を推進します。

● 災害時に備えた要援護者の地域での見守り支えあいの仕組みづくりを継続実施します。

「ひろがる」「つながる」「とどく」は、理解と参加の「ひろがり」による活発な地域づくり、
人の「つながり」で進める安心なまちづくり、支援が「とどく」仕組みづくり、の３つの
計画推進の柱を表しています。

◆具体的な取り組み

C  横浜市港北区ミズキー



● 「ひっとプラン港北」に関する問い合わせ ●
港北区福祉保健課事業企画担当
　TEL　045-540-2360　　FAX　045-540-2368
　E メール　ko-fukuhoplan@city.yokohama.jp

港北区社会福祉協議会
　TEL　045-547-2324　　FAX　045-531-9561
　E メール　info@kouhoku-shakyo.jp

● 地区の活動に関する問い合わせ ●
大倉山地区社会福祉協議会
　TEL　045-546-0664　    FAX　045-546-0664

大豆戸地域ケアプラザ
　TEL　045-432-4911　　FAX　045-432-4912

港北区社会福祉協議会
　TEL　045-547-2324　　FAX　045-531-9561




